











円owCytometric Analysis of Leukocytes and Reticulocytes 
Stained with Proflavine 
(プロフラビン染色による白血球と網赤血球のフローサイトメトリーを用い
た解析)








































(r=0.924. r=O. 668.r=0. 827)を示した。網白血球では，全瓜Iをプロフラビンで染色後.フローサイトメト
1) -Epics Elite(コールター)により測定を行い成熟悲血球と綱本血球の識別をサイトグラム 1-で行った。
(n=20)。得られた網赤血球比率を門動綱赤向球分類装置であるた3000(東亜)の測定値と比較したとこ
ろ，両者の問には有志の相関関係 (r=0_984)が認められたの以上の結束からプロフラビン染色法は，蛍光
顕微鏡下での白血球の形態学的分類と網赤血球の同定を同時に行いうることが不されたc さらに，フロー
サイトメトリーによる測定で求められた向血球張分類値および制赤血球比率は，従来の自動血球計数機に
よる測定値と有意の相関関係を不すことが明らかとなった。今回行われたプロフラビンを用いた細胞分析
法は. i"E倣:↑生を顕微鏡的方法・で確立した分析法として自動血球分類に対して新しい道を開くものであり今
後臨床検査学的実用が大いに期待される。
よって本研究者は博士(医学)の学位を綬与されるに値するものと判定されたの
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